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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

性同一性障害(GID)とは、生物学上の性と、自覚する性が一致しない障害である。テストス

テロンは、female to male transsexual (TS)患者にとって、重要な物質である。我々は、テ

ストステロン補充療法(TRT)を 138 人 female to male TS 患者に対して行い、投与量による

治療効果の出現時期について解析を行った。TRT はエナント酸テストステロンを筋肉内注射

で行い、投与量及び間隔を 250 ㎎を 2 週間毎、250 ㎎を 3 週間毎、125 ㎎を 2 週間毎の 3 グ

ループに分けた。低声化、髭の増加、月経の停止時期について、各グルーブにつき解析を行

った。TRT 開始後 1 か月では、補充量が多いグループの方が、身体変化が認められる割合が

大きかった。一方、6 か月後にはほとんどの患者に治療効果が認められ、3 グループ間で違い

は認めなかった。目立った副作用はどのグループでも認められなかった。TRT の効果発現時

期は容量依存性であるものの、6 か月後には 3 グループのどの投与量でも十分な効果がある

ことが証明された。この研究で TRT 開始時の投与量及び長期 TRT における継続投与量を決

める有益な情報を与えることが出来た。
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